
 

 

市民研の機関誌『市民研通信』は隔月に発行されます。会員には電子もし
くは紙媒体で送付されます。最新号の記事・論文も、ごく一部を除いて、過
去 20 年のバックナンバーからの約 1000 件を収めた「アーカイブ」とあわ
せて、すべてホームページで全文を公開しています。多岐にわたるテーマを
扱っていますので、ぜひ検索をご利用のうえ、お読みください。 

 

 

市民研は様々な活動を日々展開しています。市民研に関わっていただくため
の方法も様々です。以下のいずれについても詳しくはホームページでご案内
していますが、お気軽にお問い合わせいただければ、と思います。 

▶会員になる 年間 3000 円「ダーウィン会員」と年間 1 万円の「レイチェル会員」 

▶寄付をする オンラインからも「一口 1000 円」で受け付けています 

▶イベントに参加する 毎月 2 回ほど Web 会議システムでの参加も可 

▶研究会に参加する 会員であることが必要 Web 会議システムでの参加も可 

▶作業を手伝って支援する アルバイト（有償）となる作業もあります 

▶記事論文読んでコメントを送る ホームページの各記事のコメント欄から 

▶出版物や有料コンテンツ（動画）を購入・視聴する ホームページより 

▶講演や出前講座を依頼する 電磁波計測、子ども料理科学教室などもあります 

▶会議室を借りる 15 人までが座れる広めのスペース  1 時間 500 円です 

▶連携団体となり一緒に事業をすすめる これまで様々な助成で実現してきました 

▶科学技術に関して気になることを相談する 常時メールで受け付けています 

▶新たな研究や活動のテーマを提案する 皆さんのアイデアを求めています！ 

 

 

 

市民科学研究室（市民研）は、リビングサイエンスという概念を手がかりに
「生活者にとってよりよい科学技術とは」を考え、そのアイデアの実現を目
指す NPO法人です。次の 3つのことがらを軸にして市民の問題認識力を高
めるための講座や勉強会を運営し、市民が主体となった調査研究や政策提言
や支援事業を進めています。 

1. 科学技術にかかわる様々な意思決定や政策形成への市民参加 

2. 様々な社会問題の解決に向けた専門知識の適正な活用 

3. 持続可能で生き生きとした生活のための科学研究や教育の実践 
 

市民研が掲げる 2つ理念 

▶リビングサイエンス 
生活を基点にした科学。さまざまな形で生活に入り込んでいる技術や
科学知を、市民が主体となってよりよい暮らしに向けて選択し、編集
し、活用し、研究開発を適正に方向付けていくという多面的な活動で
す。 
▶市民科学 
市民の、市民による、市民のための科学。複雑で高度な専門知に立ち
入らねばならない場合であっても、市民がそれを回避せず、しかも専
門の細分化に足をすくわれることなく、生活の総合性をみすえて問題
解決にあたることが鍵になります。 

市民科学研究室とは 

『市民研通信』と記事論文アーカイブ 

市民研に関わっていただくための窓口 
 

 

 



 

 

市民科学研究室の活動の中心は、一般に公開して誰もが参加して議論ができ
る「市民科学講座」と、それぞれ数名のメンバーからなるいくつかの「研究
会」による調査研究です。 

▶市民科学講座 

1992年に前身である「科学と社会を考える土曜講座」を立ち上げて以来、どな
たでも参加できる研究発表会を、様々な形態で通算 400回以上開催してきまし
た（2017年 3月時点で）。平均して毎月 2回ほどの頻度で、次の 4つのコース
のいずれかの市民科学講座が開かれています。 

A コース 外部講師（主として自然科学系の研究者）を招いて、特定のテーマで行う学術
的な講演会 

B コース "科学と社会"をめぐって幅広いテーマをとりあげての、あるいはゲストの活動
や言説に焦点をあてての、参加者と自由に語り合う講座 

C コース 市民科学研究室の各研究会が担う、研究発表もしくは様々な形でのイベント 

D コース 市民科学研究室事務所を使って軽食をとりながら、ゲストと少数の参加者との
間で交わす気さくな談話の場 

 

▶研究会 

現在、以下の研究会が原則として月１回の定例会を開きながら、調査研究を
行っています。それぞれの研究会の活動については詳しくはホームページで
紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民研の活動の主軸―市民科学講座と研究会 

低線量被曝 環境電磁界 食の総合科学 

〈生命／生物／人間〉 

Bending  
Science 

科学コミュニケーション 
ツール 

市民と防災 

市民研へのアクセス 連絡先 

 

 


